
高
市
黒
人
歌
の
特
質

|
|
「
棚
無
し
小
舟
」
と
「
赤
の
そ
ほ
舟
」
|
|

は
じ
め
に

万
葉
集
の
叙
景
歌
は
、
旅
を
す
る
役
人
た
ち
が
自
然
を
う
た
う
と

こ
ろ
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
そ
の
叙
景
歌
の
先
駆
者
と
称
さ
れ
て
い

る
の
が
、
万
葉
第
二
期
の
歌
人
で
あ
る
高
市
黒
人
で
あ
る
。
持
続
・

文
武
天
皇
時
代
の
宮
廷
歌
人
の
一
人
で
あ
る
が
、
生
没
年
や
経
歴
も

わ
か
ら
な
い
。
万
葉
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
十
九
首
、
そ
の
い
ず
れ

も
が
行
幸
従
駕
の
と
き
か
、
役
人
と
し
て
地
方
を
旅
し
た
と
き
に
詠

ま
れ
て
い
る
。
安
礼
の
崎
(
一
・
五
八
)
、
四
極
山
(
三
了
二
七
二
)

な
ど
は
そ
の
所
在
地
に
問
題
が
あ
る
に
せ
よ
、
旅
は
東
海
道
・
北
陸

路
・
摂
津
・
吉
野
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
旅
の
中
で
は
行
幸
従
駕
に
詠

ま
れ
た
と
確
認
で
き
る
の
は
、
持
続
太
上
天
皇
の
大
宝
二
年
参
河
の

ァに
本木

斌

と
き
と
文
武
元
年
か
ら
大
宝
二
年
ま
で
の
吉
野
の
と
き
に
う
た
わ
れ

た
巻
一
・
五
八
番
と
七

O
番
で
あ
る
。

黒
人
の
歌
は
、
巻
一
に
四
首
(
三
二
、
三
三
、
五
八
、
七

O
)
、

巻
三
に
十
三
首
(
二
七
O
l
二
七
七
、
二
七
六
の
一
本
、
二
七
九
、

二
八

O
、
二
八
三
、
三

O
五
)
、
巻
九
と
巻
十
七
に
そ
れ
ぞ
れ
一
首

(
一
七
一
八
、
四
O
二
ハ
)
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
十
九
首
は
、

全
て
が
短
歌
で
あ
り
、
長
歌
の
詠
作
が
見
ら
れ
な
い
。
作
ら
れ
た
年

代
の
知
ら
れ
る
歌
は
、
行
幸
従
駕
と
認
め
ら
れ
る
三
河
と
吉
野
の
と

き
の
歌
で
、
五
八
番
と
七

O
番
か
ら
文
武
元
年
か
ら
大
宝
二
年
迄
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
他
は
、
こ
の
数
年
間
に
全
作
品
が
創
作
さ

れ
た
も
の
で
な
い
に
せ
よ
、
ほ
ほ
活
躍
の
時
期
と
し
て
文
武
朝
を
中

心
に
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
万
葉
集
の
歌
の
配
列
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な
ど
も
参
考
に
し
た
と
き
、
黒
人
は
人
麻
呂
な
ど
よ
り
少
し
く
遅
い

時
代
に
活
躍
し
た
宮
廷
歌
人
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ

る
。
と
に
か
く
第
二
期
を
代
表
す
る
叙
景
歌
人
が
高
市
の
黒
人
で
あ

る。
ち
な
み
に
自
然
を
う
た
う
叙
景
で
舟
を
登
場
さ
せ
て
い
る
が
、
黒

人
を
「
舟
の
歌
人
」
と
称
し
た
い
内
容
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
舟
旅

に
詠
作
し
て
い
る
こ
と
に
も
原
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
舟
を
登
場

さ
せ
る
歌
が
多
い
こ
と
、
ま
た
「
棚
無
し
小
舟
」
や
「
赤
の
そ
ほ

舟
」
な
ど
の
特
別
な
歌
語
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
た
め

で
、
こ
の
視
点
に
基
づ
い
た
黒
人
歌
の
特
質
を
、
こ
の
考
察
は
対
象

と
し
た
い
。一

、
短
歌
歌
人

黒
人
は
雑
歌
ば
か
り
を
残
し
た
の
で
あ
る
が
、
何
故
か
長
歌
が
一

首
も
万
葉
集
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
黒
人
と
同
時
代
の
宮
廷
歌
人

に
は
、
柿
本
人
麻
呂
や
長
意
吉
麻
日
や
春
日
老
、
そ
し
て
置
始
東
人

が
い
る
。
そ
こ
で
長
歌
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
た
め

に
、
同
時
代
の
宮
廷
歌
人
も
参
考
に
す
る
が
、
ま
ず
黒
人
歌
の
特
徴

を
確
認
し
た
い
。

黒
人
歌
は
、
い
ず
れ
も
が
霧
旅
で
の
詠
作
で
あ
る
こ
と
、
枕
謂
の

使
用
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
例
外
と
す
べ
き
一
首
を
除
き
地
名
が
必

ず
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
心
情
語
の
使
用
が
極
め
て
少
な
い
こ

と
な
ど
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
心
情
語
が
少
な
い
こ
と
で
叙
景
歌
と

見
倣
さ
れ
る
の
で
あ
る
し
、
旅
に
素
材
す
る
の
で
旅
愁
が
主
題
に
な

る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
か
な
り
自
由
な
立
場
か
ら
創
作
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
ま
い
か
。
も
ち
ろ
ん
自
由
や
個
性
と
い
っ
て
も
宮
廷
歌

人
で
あ
る
こ
と
の
制
約
も
あ
る
筈
で
あ
る
が
、
歌
に
表
わ
れ
た
特
徴

に
、
個
性
的
な
創
作
の
場
を
認
め
た
い
。
た
だ
し
、
中
西
進
博
士
は

(
l
)
 

「
日
常
的
な
裂
の
場
」
を
代
表
す
る
歌
人
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

さ
て
、
行
幸
従
駕
歌
と
認
め
ら
れ
る
の
は
次
の
二
首
で
あ
っ
た
。

何
処
に
か
船
舶
て
す
ら
む
安
礼
の
崎
漕
ぎ
廻
み
行
き
し
棚
無
し

小
舟
(
五
八
)

大
和
に
は
鳴
き
て
か
来
ら
む
呼
子
鳥
象
の
中
山
呼
ぴ
そ
越
ゆ
な

る
(
七

O
)

持
続
太
上
天
皇
が
参
河
に
行
幸
し
た
の
が
大
宝
二
年
で
、
吉
野
に

御
幸
し
た
の
が
文
武
元
年
か
ら
大
宝
二
年
ま
で
の
期
間
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
六
年
間
が
創
作
活
動
の
中
心
と
な
る
の
で
は
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
以
前
に
既
に
従
駕
歌
の
伝
統
が
で
き
て
い
る
。
行
幸
で
歌
を
献

上
す
る
こ
と
は
、
額
田
王
に
も
見
ら
れ
る
に
せ
よ
、
や
は
り
人
麻
日

が
適
当
な
完
成
者
で
あ
る
。
人
麻
自
の
従
駕
歌
は
、
そ
の
後
類
型
的

な
作
品
を
生
む
典
型
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
場
合
に
は

長
歌
に
関
し
て
と
い
う
限
定
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
吉
野
の
行
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幸
従
駕
歌
(
一
・
三
六
l
三
九
)
は
、
行
幸
の
地
名
・
土
地
の
形
容

と
景
に
対
す
る
心
情
、
そ
し
て
讃
美
と
い
う
展
開
で
一
首
が
構
成
さ

れ
る
長
歌
の
典
型
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
長
歌
の
伝
統
は
、
笠
金

村
や
山
部
赤
人
な
ど
の
吉
野
従
駕
歌
で
も
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、

反
歌
と
し
て
添
え
ら
れ
た
短
歌
に
つ
い
て
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

見
れ
ど
飽
か
ぬ
吉
野
の
河
の
常
滑
の
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
ま
た
還

り
見
む
(
三
七
)

山
川
も
依
り
て
仕
ふ
る
神
な
が
ら
た
ぎ
っ
河
内
に
船
出
せ
す
か

も
(
三
九
)

人
麻
呂
の
吉
野
讃
歌
は
、
二
首
の
長
歌
が
大
宮
人
で
に
ぎ
わ
う
景

と
自
然
神
の
山
と
川
の
神
も
現
人
神
た
る
天
皇
に
奉
仕
す
る
姿
と
を

そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
う
た
う
。
反
歌
も
長
歌
の
そ
れ
ぞ
れ
に
内
容
が
対

応
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る
。
「
見
れ
ど
飽
か
ぬ
」
(
三
七
)
は
第
一
長

歌
(
一
二
六
)
に
も
う
た
わ
れ
て
い
る
し
、
「
山
川
も
依
り
て
仕
ふ
る
」

(
一
二
九
)
は
や
は
り
第
二
長
歌
(
三
八
)
に
用
い
ら
れ
た
言
葉
で
あ

る
。
赤
人
の
吉
野
讃
歌
に
う
た
わ
れ
た
反
歌
は
、
反
歌
と
し
て
無
視

で
き
な
い
部
分
の
あ
る
こ
と
も
自
明
で
あ
る
に
せ
よ
、
短
歌
と
し
て

単
に
論
評
さ
れ
る
べ
き
独
立
し
た
内
容
が
あ
っ
て
、
人
麻
呂
の
そ
れ

と
異
質
な
も
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
赤
人
の
代
表
的
な
吉
野
讃
歌
の
反
歌
二
首
は
次
の
如
く

で
あ
る
。

み
吉
野
の
象
山
の
際
の
木
末
に
は
こ
こ
だ
も
さ
わ
く
鳥
の
声
か

も
(
六
・
九
二
四
)

ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
更
け
ぬ
れ
ば
久
木
生
ふ
る
清
き
川
原
に
千
鳥

し
ば
鳴
く
(
六
・
九
二
五
)

人
麻
呂
が
持
統
天
皇
か
ら
吉
野
讃
歌
を
要
請
さ
れ
て
約
三

O
年
後
、

赤
人
に
も
一
世
一
代
の
栄
誉
を
に
な
う
晴
れ
の
場
が
与
え
ら
れ
た
。

長
歌
の
讃
仰
と
は
異
質
な
孤
独
を
主
題
に
し
た
反
歌
が
う
た
わ
れ
た
。

詔
に
応
ヒ
て
作
歌
さ
れ
た
長
歌
は
、
人
麻
自
の
吉
野
讃
歌
を
意
識
し

て
い
て
も
、
反
歌
に
伝
統
が
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
反
歌
で
は
、
個

人
的
な
感
情
と
い
う
べ
き
孤
独
を
主
題
に
し
て
い
る
。
聖
武
新
帝
の

神
亀
二
年
の
吉
野
行
幸
で
献
呈
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
赤
人
の
引

用
し
た
反
歌
は
作
者
の
主
体
と
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
伝
統
や
形

式
な
ど
と
い
う
も
の
が
か
な
り
自
由
で
あ
っ
た
、
と
考
え
て
よ
い
。

も
し
も
反
歌
に
規
範
と
い
う
べ
き
も
の
が
認
め
ら
れ
ず
、
自
由
に
行

幸
従
駕
歌
が
う
た
わ
れ
、
そ
し
て
献
呈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

た
ま
た
ま
反
歌
が
短
歌
と
し
て
万
葉
集
に
記
録
さ
れ
、
長
歌
が
切
り

捨
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
黒
人
の
行
幸
従
駕
歌
二
首
(
五

八
・
七

O
)
は
、
讃
美
や
讃
仰
と
異
な
る
孤
独
な
世
界
が
表
白
さ
れ

て
い
る
が
、
長
歌
の
反
歌
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
黒
人
は
短
歌

歌
人
で
あ
る
が
、
献
呈
す
る
よ
う
な
長
歌
を
作
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
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そ
こ
で
丈
武
元
年
か
ら
大
宝
二
年
迄
の
年
代
が
確
実
な
従
駕
歌
を

年
表
で
示
せ
ば
、
次
の
如
く
整
理
で
き
る
。

文
武
元
年
(
六
九
七
)

文
武
二
年
(
六
九
八
)

文
武
士
一
年
(
六
九
九
)

太
上
天
皇
(
持
続
)
難
波
行
幸
置
始
東
人
(
一
・
六
六
)
、

高
安
大
島
(
六
七
)
、
身
人
部
王
二
ハ
八
)

大
行
天
皇
(
文
武
)
難
波
行
幸
忍
坂
部
乙
麻
呂
(
一
・
七

一
)
、
藤
原
字
合
(
七
二
)
、
長
皇
子
(
七
三
)
、
長
意
吉
麻

呂
(
二
了
二
三
八
)

文
武
四
年
(
七

O
O
)

大
宝
元
年
(
七
O
ご

大
行
天
皇
吉
野
行
幸
長
屋
王
(
一
・
七
五
)

太
上
天
皇
紀
伊
行
幸
坂
門
人
足
(
一
・
五
四
)
、
調
淡
海

(
五
五
)
、
春
日
蔵
首
老
(
五
六
)
、
人
麻
呂
歌
集
(
一
了
一

四
六
)

太
上
・
大
行
天
皇
紀
伊
行
幸
作
者
不
明
(
九
・
一
六
六

七
i
一
六
七
九
)

大
宝
二
年
(
七
O
二
)

太
上
天
皇
参
河
行
幸
長
意
吉
麻
呂
(
一
・
五
七
)
、
高
市

黒
人
(
五
八
)
、
誉
謝
女
王
(
五
九
)
、
長
皇
子
(
六

O
)
、

舎
人
娘
子
(
六
二

以
上
が
年
代
の
確
認
で
き
る
従
駕
歌
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
短
歌

の
み
で
一
首
の
長
歌
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
年
代
が
決
定
で

き
る
慶
雲
四
年
(
七
O
七
)
ま
で
の
従
駕
歌
を
参
考
に
し
て
も
、
そ

こ
か
ら
も
長
歌
は
発
見
で
き
な
い
。

長
歌
の
創
作
と
い
う
意
味
で
は
、
文
武
三
年
に
置
始
東
人
が
弓
削

皇
子
莞
去
の
時
に
詠
作
し
て
い
る
し
、
文
武
四
年
に
人
麻
目
が
明
日

香
皇
女
の
積
宮
で
作
歌
し
て
い
る
。
つ
ま
り
宮
廷
歌
人
と
し
て
参
加

す
る
晴
れ
が
ま
し
い
場
に
は
、
万
葉
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
文
武
天

皇
時
代
の
歌
か
ら
判
断
し
て
、
行
幸
従
駕
が
含
ま
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
再
び
行
幸
が
晴
の
場
と
し
て
、
宮
廷
歌
人
が
は
な
ば
な
し
く

活
躍
す
る
の
は
元
正
・
聖
武
天
皇
の
時
代
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
長
歌
の
創
作
と
そ
の
献
呈
は
、
万
葉
第
三
期
の
歌
人
達

に
機
会
が
与
え
ら
れ
で
も
、
第
二
期
の
文
武
朝
に
縁
が
な
か
っ
た
。

高
市
黒
人
は
人
麻
呂
と
重
な
る
時
代
の
歌
人
で
あ
っ
て
も
、
文
武
朝

に
宮
廷
歌
人
と
し
て
の
主
な
創
作
が
な
さ
れ
、
当
然
長
歌
の
詠
作
に

無
縁
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

黒
人
と
同
時
代
の
宮
廷
歌
人
と
称
さ
れ
る
の
は
、
長
意
吉
麻
呂
や

置
始
東
人
や
、
さ
ら
に
春
日
老
な
ど
が
い
た
。
長
歌
が
万
葉
集
に
載

せ
ら
れ
て
い
る
歌
人
は
、
東
人
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
も
挽
歌
で

あ
っ
た
。
行
幸
従
駕
歌
と
し
て
、
巻
一
・
六
六
番
歌
が
持
続
太
上
天
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皇
の
難
波
に
旅
を
さ
れ
た
と
き
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。
春
日
老
は
、

僧
名
を
弁
基
と
い
い
大
宝
元
年
に
還
俗
し
た
。
一
二
野
連
が
入
唐
の
と

き
に
作
歌
し
た
六
二
番
を
除
く
七
首
は
、
旅
で
の
創
作
で
あ
る
。
老

は
旅
に
素
材
し
て
作
歌
し
て
い
る
こ
と
、
短
歌
ば
か
り
の
詠
作
で
あ

る
こ
と
に
黒
人
と
共
通
す
る
の
で
あ
る
が
、
長
意
士
口
麻
巴
は
黒
人
と

最
も
共
通
し
た
性
格
を
見
せ
る
宮
廷
歌
人
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
意

土
口
麻
呂
は
十
四
首
と
い
う
作
品
の
数
、
し
か
も
全
て
が
短
歌
で
あ
り

な
が
ら
歌
に
幅
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
即
興
で
数

種
の
物
を
歌
に
詠
み
込
む
才
能
と
笑
い
を
主
題
に
し
た
歌
が
あ
る
一

方、

苦
し
く
も
降
り
来
る
雨
か
神
が
崎
狭
野
の
渡
り
に
家
も
あ
ら
な

く
に
さ
了
二
六
五
)

と
い
う
後
世
に
影
響
を
与
え
た
歌
も
見
ら
れ
る
。
引
用
し
た
歌
は
、

黒
人
の
旅
愁
に
も
通
じ
て
い
て
、
家
郷
を
描
か
ず
に
主
題
を
表
現
し

て
い
る
。
巻
十
六
に
収
め
ら
れ
た
戯
笑
歌
人
首
を
除
い
た
と
き
、
残

る
六
首
は
旅
で
の
作
品
で
あ
り
、
し
か
も
枕
請
が
用
い
ら
れ
て
い
な

し

意
吉
麻
呂
歌
で
創
作
時
期
が
知
ら
れ
る
の
は
、
文
武
三
年
か
ら
大

宝
二
年
ま
で
の
四
年
間
と
い
う
こ
と
も
、
黒
人
と
活
躍
時
期
が
重
な

る
。
そ
し
て
、
意
吉
麻
日
は
短
歌
の
み
残
し
て
い
る
こ
と
、
枕
詞
の

使
用
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
、
即
興
の
歌
を
作
っ
て
い
る
こ
と
、
歌

に
譜
語
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
は
、
黒
人
の
歌
人
と
し
て
の
性

格
に
一
致
す
る
。
置
始
東
人
や
春
日
老
な
ど
よ
り
も
、
や
は
り
意
吉

麻
呂
が
比
較
す
べ
き
代
表
的
な
歌
人
で
あ
る
。
そ
こ
で
大
宝
二
年
の

持
統
太
上
天
皇
参
河
行
幸
に
従
づ
た
黒
人
(
五
八
)
と
意
土
口
麻
呂

(
五
七
)
の
二
首
を
採
り
上
げ
る
。

引
馬
野
に
に
ほ
ふ
榛
原
入
り
乱
れ
衣
に
は
は
せ
旅
の
し
る
し
に

(
五
七
)

何
処
に
か
船
泊
て
す
ら
む
安
礼
の
崎
漕
ぎ
廻
み
行
き
し
棚
無
し

小
舟
(
五
八
)

引
用
し
た
二
首
は
、
巻
一
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
行
幸
が
十
月
か

ら
十
一
月
迄
で
あ
る
か
ら
、
藤
原
京
に
戻
っ
た
上
皇
は
、
約
一
ヶ
月

後
の
十
二
月
二
六
日
に
崩
御
さ
れ
た
。
上
皇
最
晩
年
の
行
幸
で
あ
る

が
、
黒
人
も
意
吉
麻
巴
も
い
つ
も
の
轄
旅
歌
の
如
く
に
特
徴
が
表
わ

れ
て
い
る
。
五
七
番
は
、
即
興
的
な
遊
ぴ
の
精
神
で
あ
る
「
笑
い
」

と
も
い
え
る
明
る
い
従
駕
の
雰
囲
気
を
、
榛
を
衣
に
染
め
よ
と
呼
び

か
け
る
こ
と
で
表
現
し
て
い
る
。
遠
く
辛
い
旅
路
に
あ
っ
て
、
美
し

い
も
の
楽
し
む
べ
き
も
の
に
接
し
た
喜
び
を
、
「
入
り
乱
れ
衣
に
ほ

は
せ
」
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
郎
輿
的
な
遊
ぴ
が
表
現
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
一
方
、
黒
人
は
叙
景
歌
の
内
容
に
あ
り
、
旅
愁
と
い
う
内
省
的

な
主
題
を
景
に
描
く
こ
と
で
う
た
っ
て
い
る
。
そ
の
主
題
を
描
く
た

め
に
、
地
名
が
第
三
句
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
か
、
家
郷
を
直
接
描
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写
し
な
い
と
い
う
森
朝
男
氏
の
指
摘
の
如
く
で
あ
っ
て
い
黒
人
歌
の

特
徴
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
同
じ
宮
廷
人
と
し
て
、
同
じ
場
で
作

歌
さ
れ
て
い
る
二
首
を
比
較
し
て
も
、
全
く
対
照
す
る
内
容
の
従
駕

歌
を
見
せ
て
い
て
、
そ
れ
は
短
歌
の
場
合
に
規
範
性
の
な
か
っ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
そ
う
で
あ
る
。

黒
人
歌
は
、
同
時
代
の
宮
廷
歌
人
の
存
在
や
従
駕
歌
の
性
格
か
ら
、

長
歌
の
反
歌
と
し
て
う
た
わ
れ
た
と
い
う
よ
り
、
は
じ
め
か
ら
自
由

な
創
作
の
立
場
で
作
ら
れ
た
、
と
考
え
て
よ
い
。
黒
人
が
う
た
う
叙

景
歌
と
は
、
持
続
や
文
武
の
行
幸
に
従
っ
て
献
上
す
る
晴
れ
が
ま
し

い
場
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
自
由
で
個
性
的
に
創
作
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
、
短
歌
し
か
誕
生
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
引
用
し
た
「
何
処
に
か
」
(
五
八
)
や
「
大
和

に
は
」
(
七

O
)
の
歌
は
、
か
か
る
時
代
の
宮
廷
歌
人
で
あ
る
黒
人

が
創
作
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
棚
無
し
小
舟

黒
人
は
、
昼
間
見
た
舟
を
夜
に
な
っ
て
か
ら
、
今
頃
ど
う
し
て
い

る
だ
ろ
う
と
想
像
す
る
歌
を
、
二
首
も
作
っ
て
い
る
。
大
宝
二
年
の

参
河
行
幸
で
う
た
っ
た
「
何
処
に
か
」
(
五
八
)
の
歌
と
近
江
で
の

歌
で
あ
る
次
の
一
首
で
あ
る
。

率
ひ
て
漕
ぎ
行
く
船
は
高
島
の
阿
渡
の
水
門
に
泊
て
に
け
む
か

も
(
九
・
一
七
一
人
)

黒
人
は
近
江
路
の
旅
で
七
首
の
歌
を
残
し
て
い
て
、
「
楽
浪
」
「
近

江
」
「
比
良
」
「
高
島
」
を
地
名
と
し
て
う
た
っ
て
い
る
。
地
名
で
は
、

楽
浪
を
三
首
に
、
高
島
を
二
首
に
、
そ
の
他
が
一
首
ず
つ
に
登
場
す

る
。
高
島
が
う
た
わ
れ
て
い
る
近
江
路
で
の
作
と
は
、
次
の
一
首
で

あ
る
。
何
処
に
か
わ
れ
は
宿
ら
む
高
島
の
勝
野
の
原
に
こ
の
日
暮
れ
な

ば
(
二
了
二
七
五
)

高
島
と
は
琵
琶
湖
の
西
岸
で
、
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
ま
さ
し
く
荒
涼

と
し
た
部
地
で
あ
る
。
こ
の
湖
北
に
位
置
す
る
高
島
か
ら
上
京
す
る

た
め
に
せ
よ
、
北
陸
へ
旅
す
る
に
せ
よ
、
都
の
人
を
苦
し
め
、
そ
し

て
不
安
に
さ
せ
る
場
所
で
あ
ろ
う
。
特
定
の
処
が
歌
枕
に
な
る
の
で

あ
ろ
う
が
、
高
島
も
万
葉
時
代
か
ら
歌
枕
の
地
に
な
っ
て
い
る
。
波

高
い
湖
北
の
都
地
で
あ
る
高
島
は
、
黒
人
歌
二
首
に
も
行
旅
の
不
安

を
暗
示
し
て
い
る
。
「
率
ひ
て
潜
ぎ
行
く
」
舟
人
も
ま
た
黒
人
も
、

天
離
る
異
土
で
物
思
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
京
師
を
一
歩
離

れ
た
ら
そ
う
で
あ
ろ
う
が
、
遠
い
地
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
ま
た
荒
涼

と
し
た
場
所
で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と
、
旅
行
者
に
は
不
安
や
恐
れ
が

つ
き
ま
と
う
。
日
常
と
は
異
な
り
、
出
合
い
も
別
離
も
こ
と
さ
ら
印

象
深
い
も
の
で
、
ま
さ
し
く
一
瞬
の
こ
と
で
あ
り
な
が
ら
一
期
一
会

で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

← 6 -



黒
人
歌
の
題
材
に
、
散
っ
た
槻
の
葉
、
旧
都
、
漕
ぎ
去
る
舟
、
飛

ぴ
去
る
鶴
、
鳴
い
て
行
く
呼
子
鳥
な
ど
が
う
た
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
中
西
博
士
は
「
き
わ
め
て
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、
去
っ
て
ゆ
く

(
3
)
 

も
の
が
題
材
と
し
て
多
い
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。
昼
間
の
出
合
い
を

夜
に
な
っ
て
追
想
す
る
の
は
、
一
人
残
さ
れ
た
と
い
う
孤
独
な
気
持

が
強
ま
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
孤
独
が
去
る
も
の
、
遠
ざ
か
る
も
の
、

離
れ
る
も
の
の
景
に
注
目
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
去
る
景
と
し

て
は
、
「
舟
」
を
用
い
る
こ
と
が
一
番
多
い
。
ち
な
み
に
、
五
首
に

舟
を
用
い
て
い
て
、
鳥
(
鶴
と
呼
子
鳥
)
の
三
首
が
二
番
目
で
あ
る
。

船
泊
て
す
ら
む
、
棚
無
し
小
舟
(
五
八
)

赤
の
そ
ほ
舟
(
二
七

O
)

棚
無
し
小
舟
(
二
七
二
)

わ
が
舟
は
(
二
七
四
)

漕
ぎ
行
く
舟
二
七
一
八
)

直
接
に
「
舟
」
を
用
い
て
い
な
い
歌
で
も
、
「
磯
の
崎
漕
ぎ
た
み

行
け
ば
」
(
二
七
三
)
や
「
武
庫
の
泊
ゆ
出
づ
る
船
人
」
(
二
八
二
一
)

な
ど
も
、
舟
の
歌
と
い
っ
て
よ
い
内
容
が
あ
る
。
黒
人
は
「
舟
」
に

続
く
言
葉
と
し
て
「
泊
つ
」
「
出
づ
」
「
漕
ぐ
」
な
ど
の
動
詞
を
用
い

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
表
現
に
特
別
な
意
味
を
持
た
せ
て
い
な
い
。

万
葉
集
の
「
舟
」
の
考
察
で
は
、
佐
藤
武
義
氏
が
詳
細
に
論
じ
ら
れ

て
い
て
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
も
特
徴
的
な
動
詞
な
ど
と
い
う
べ
き

言
葉
が
見
出
せ
な
い
。

し
か
し
、
「
棚
無
し
」
「
赤
の
そ
ほ
」
と
い
う
舟
を
形
容
す
る
言
葉

は
、
歌
の
素
材
と
し
て
選
ば
れ
た
特
別
な
言
葉
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
棚
無
し
小
舟
」
や
「
赤
の
そ
ほ
舟
」
な
ど
は
、
去
る
も
の
で
あ
り
、

黒
人
の
個
性
を
感
じ
さ
せ
る
特
別
な
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で

ま
ず
「
棚
無
し
小
舟
」
を
採
り
上
げ
て
考
察
を
深
め
た
い
。

「
棚
無
し
小
舟
」
は
、
万
葉
集
中
に
三
例
見
ら
れ
る
が
、
黒
人
が

二
首
と
笠
金
村
が
一
首
で
あ
る
。
黒
人
歌
は
既
に
引
用
し
た
五
八
番

と
巻
三
・
二
七
二
番
で
あ
り
、
金
村
は
巻
六
・
九
三

O
番
で
あ
る
。

四
極
山
う
ち
越
え
見
れ
ば
笠
縫
の
鳥
漕
ぎ
隠
る
棚
無
し
小
舟

(
二
七
二
)

海
少
女
棚
無
し
小
舟
漕
ぎ
出
ら
し
旅
の
や
ど
り
に
梶
の
音
聞
ゆ

(九二一

O
)

黒
人
の
二
七
二
番
歌
は
、
「
:
:
:
見
れ
ば
:
:
:
見
ゆ
」
と
い
う
国

見
歌
の
形
式
を
踏
ま
え
て
、
そ
し
て
叙
景
の
中
心
に
第
五
句
の
「
棚

無
し
小
舟
」
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
棚
無
し
小
舟
」
と
は
、
舟
の
棚

も
な
い
小
さ
な
も
の
と
し
て
解
し
て
来
て
い
る
。
海
と
い
う
巨
大
な

も
の
と
対
照
を
な
す
も
の
が
舟
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
対
照
的
な
大

と
小
と
の
組
合
せ
と
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
小
た
る
舟
を
「
棚
無
し
小

舟
」
と
す
る
こ
と
で
、
点
景
に
黒
人
の
動
揺
す
る
心
情
が
印
象
深
く

込
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
景
で
表
現
さ
れ
た
孤
愁
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と
は
、
「
舟
」
「
小
舟
」
で
は
表
わ
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
「
棚
無

し
小
舟
」
と
す
る
こ
と
で
描
写
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
金
村
の
九
三
一

O
番
歌
は
、
上
旬
に
「
ら
し
」
を
用
い
て
、

下
旬
で
そ
の
推
量
の
根
拠
を
示
す
伝
統
的
な
手
法
が
特
徴
で
あ
る
。

漁
師
の
少
女
が
漕
ぎ
出
し
た
ら
し
い
と
す
る
舟
を
、
わ
ざ
わ
ざ
「
棚

無
し
小
舟
」
と
し
た
点
に
金
村
の
創
意
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
も

「
海
少
女
ら
が
焼
く
塩
」
(
五
)
な
ど
が
普
通
の
用
法
で
あ
っ
て
、
そ

の
点
に
上
旬
の
「
海
少
女
棚
無
し
小
舟
漕
ぎ
出
ら
し
」
が
金
村
の
自

慢
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
。
た
だ
し
、
旅
愁
と
し
て
は
、
黒
人

歌
の
二
首
が
都
で
の
宿
り
の
不
安
を
象
徴
的
に
「
棚
無
し
小
舟
」
で

描
い
て
い
て
生
彩
を
放
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
歌
語
と
し
て
「
棚

無
し
小
舟
」
を
用
い
て
い
る
の
は
、
黒
人
歌
二
首
が
晴
矢
に
な
る
。

旅
の
不
安
を
舟
で
表
わ
そ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
小
舟
」
を
登

場
さ
せ
、
さ
ら
に
適
当
な
形
容
を
考
え
る
の
が
一
般
的
に
思
え
る
。

黒
人
は
か
か
る
創
作
に
進
ま
ず
、
新
し
い
歌
語
の
創
造
を
試
み
た
。

新
し
い
熟
語
が
誕
生
す
る
の
は
、
自
由
な
創
作
の
場
に
基
づ
く
の
で

あ
ろ
う
が
、
自
己
表
現
の
発
展
を
試
み
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
点
を
考
察
す
る
た
め
、
「
小
舟
」
と
「
大
舟
」
と
を
比
較
し
て

み
た
い
。

ま
ず
「
大
舟
」
の
用
例
数
を
示
せ
ば
、
枕
詞
が
二
二
首
、
普
通
名

詞
が
二
七
首
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
枕
詞
が
多
い
こ
と
は
、
そ
の
掛

か
り
方
と
し
て
「
思
ひ
頼
む
」
「
頼
む
」
な
ど
が
採
り
上
げ
ら
れ
て
、

「
大
舟
」
が
頼
り
に
な
る
乗
り
物
と
い
う
固
定
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
基

づ
く
。
そ
の
他
は
、
「
た
ゆ
た
ふ
」
や
「
ゆ
く
ら
ゆ
く
ら
」
が
若
干

と
い
う
数
字
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
普
通
名
詞
で
用
い
ら

れ
て
い
る
例
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
特
徴
の
第
一
と
し
て
は
、
大

舟
を
形
容
す
る
言
葉
が
全
く
無
い
こ
と
で
あ
る
。
「
舟
」
「
小
舟
」
で

も
、
そ
れ
を
形
容
す
る
表
現
と
し
て
、
ど
ん
な
形
の
ど
の
よ
う
な
舟

か
な
ど
を
必
要
と
す
る
場
合
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
大
舟
」
は
、

い
か
な
る
形
容
辞
も
必
要
と
し
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
長
歌
の
六
例

を
除
く
短
歌
の
一
一
一
首
の
用
例
は
、
初
句
が
十
九
首
も
「
大
舟
」
で

う
た
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
初
旬
「
大
舟
」
に
続
く
第
二
句
も
類
型

と
な
っ
て
い
て
、
「
真
楊
繁
貫
き
」
な
ど
の
表
現
で
あ
る
か
ら
、
立

派
で
大
型
の
官
船
な
ど
に
な
り
、
さ
ら
に
そ
れ
は
遣
唐
使
船
や
遣
新

羅
使
船
な
ど
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
整
理
し
て

示
す
如
く
類
型
的
と
し
て
処
理
で
き
る
「
大
舟
」
に
対
す
る
「
小

舟
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
「
小
舟
」
の
「
ヲ
」
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
「
ヲ
」
と
訓
み

問
題
に
な
っ
て
い
な
い
。
意
味
は
小
さ
い
意
に
な
る
接
頭
語
で
、
親

称
と
解
し
て
説
明
し
て
い
る
歌
も
あ
る
。
基
本
的
に
「
小
」
の
意
で

「
ヲ
」
と
訓
む
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
小
舟
」
は
「
大

舟
」
と
異
な
り
、
か
な
り
農
か
な
内
容
の
形
容
辞
を
伴
う
。
そ
こ
で
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「
小
舟
」
を
ど
う
形
容
し
て
い
る
か
、
用
例
を
整
理
し
て
示
せ
ば
次

の
如
く
で
あ
る
。

同
沖
行
く
や
赤
ら
小
舟
に
裏
遺
ら
ば
(
十
六
・
三
八
六
八
)

料
百
づ
島
足
柄
小
舟
歩
き
多
み
(
十
四
・
二
一
三
六
七
)

制
島
伝
ふ
足
速
の
小
舟
風
守
り
(
七
・
一
四

O
O
)

凶
湊
入
の
葦
別
小
舟
障
多
み
(
十
二
・
二
九
九
八
)

同
海
人
小
舟
帆
か
も
張
れ
る
と
(
七
・
一
一
八
三
)

海
小
舟
泊
瀬
の
山
に
降
る
雪
の
(
十
・
二
三
四
七
)

白
波
の
八
重
折
る
が
上
に
海
人
小
舟
は
ら
ら
に
浮
き
て

(二

0
・
四
三
六

O
)

例
葦
刈
る
と
海
人
の
小
舟
は
入
江
漕
ぐ
梶
の
音
高
し
(
十

七
・
四

O
O
六
)

岡
武
庫
の
浦
を
漕
ぎ
廻
る
小
舟
粟
島
を
背
向
に
見
つ
つ
羨
し
き
小

舟
(
一
一
了
三
五
人
)

ωさ
丹
塗
の
小
舟
も
が
も
玉
纏
の
真
擢
も
が
も
(
八
・
一

五
二

O
)

さ
丹
塗
の
小
舟
を
設
け
玉
纏
の
小
楊
繁
貫
き
(
九
・
一

七
八

O
)

さ
丹
漆
の
小
舟
も
が
も
玉
纏
の
小
橋
も
が
も
(
十
二
了

三
二
九
九
)

同
川
瀬
を
渡
る
さ
小
舟
の
え
行
き
て
(
十
・
二

O
九

二

ω棚
無
し
小
舟
(
五
八
、
二
七
二
、
九
三

O
)

凶
奈
呉
の
海
人
の
釣
す
る
小
舟
漕
ぎ
隠
る
見
ゆ
(
十
七
・
四
O
一

七
)
ω真
熊
野
の
小
舟
に
乗
り
て
(
六
・
一

O
二
一
三
)

例
漁
す
る
海
人
の
少
女
は
、
小
舟
乗
り
つ
ら
ら
に
浮
け
り

(
十
五
・
三
六
二
七
)

大
舟
に
小
舟
引
き
副
へ
潜
く
と
も
(
十
六
・
三
八
六
九
)

布
勢
の
海
に
小
舟
連
並
め
真
楼
懸
け
い
漕
ぎ
廻
れ
ば

(
十
九
・
四
一
八
七
)

以
上
の
二
一
首
を
ま
と
め
れ
ば
、
形
容
辞
が
赤
い
色
を
表
わ
す

「
赤
ら
、
さ
丹
塗
」
な
ど
四
例
、
「
海
人
(
の
)
」
が
四
例
、
そ
し
て

「
棚
無
し
」
が
三
例
と
な
る
。
そ
の
他
が
全
て
単
独
の
用
例
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
「
小
舟
」
だ
け
で
用
い
ら
れ
形
容
す
る
言
葉
が
な
い

歌
三
首
を
加
え
て
、
二
一
首
は
「
舟
」
で
表
現
で
き
な
い
感
情
を
表

現
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
な
る
。
「
舟
」
は
万
葉
集
中
で
百
二
十
首

程
度
に
用
い
ら
れ
た
歌
語
で
あ
る
が
、
「
大
舟
」
「
小
舟
」
で
描
写
し

よ
う
と
し
た
七
十
首
程
が
さ
ら
に
あ
っ
た
。
四
九
首
の
「
大
舟
」
は

類
型
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
が
、
「
小
舟
」
は
類
型
と
い
う
よ

り
個
別
的
な
用
例
と
認
め
ら
れ
る
。
頼
り
に
な
ら
な
い
不
安
な
感
情

を
表
わ
す
こ
と
こ
そ
、
そ
れ
は
個
人
的
な
も
の
で
あ
る
。
黒
人
は
、

積
極
的
に
己
の
感
情
を
舟
に
託
し
た
。
「
小
舟
」
で
は
ま
だ
一
人
残
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さ
れ
た
旅
中
の
孤
独
を
表
わ
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
過
ぎ
去
っ

て
行
っ
た
「
小
舟
」
を
「
棚
無
し
」
と
す
る
こ
と
で
、
大
海
の
点
景

に
込
め
ら
れ
た
旅
愁
が
黒
人
の
個
性
に
高
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

黒
人
は
、
自
己
の
動
揺
す
る
心
情
を
小
さ
な
舟
に
託
し
た
。
そ
し

て
、
己
の
心
情
が
い
か
に
心
細
い
も
の
で
あ
る
か
を
新
し
い
歌
語
で

表
現
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
棚
無
し
小
舟
」
と
は
黒
人
の
孤
愁
か
ら

誕
生
し
た
歌
語
で
あ
る
。

三
、
「
赤
の
そ
ほ
舟
」

黒
人
は
叙
景
歌
人
と
い
う
評
価
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
心

情
を
景
で
表
現
し
た
り
、
心
情
語
の
少
な
い
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、

次
の
一
首
は
、
心
情
語
の
「
物
恋
し
き
」
を
用
い
な
が
ら
、
情
と
景

の
表
現
に
新
鮮
な
内
容
が
あ
る
。

旅
に
し
て
物
恋
し
き
に
山
下
の
赤
の
そ
ほ
舟
沖
に
漕
ぐ
見
ゆ

主
了
二
七

O
)

巻
コ
一
に
は
黒
人
の
歌
が
十
三
首
も
収
め
ら
れ
て
い
て
、
特
に
轄
旅

歌
人
首
(
二
七

O
j
二
七
七
)
が
一
括
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
八
首
構

成
の
第
一
番
が
二
七

O
の
番
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
に
は
問
題
に
な
っ

い
る
言
葉
と
訓
み
が
あ
る
。
例
え
ば
第
三
句
の
「
山
下
の
」
が
地
名

で
あ
る
、
い
や
枕
詞
で
あ
る
と
か
、
第
五
句
の
「
沖
に
」
が
「
沖

へ
」
と
訓
む
べ
き
と
か
で
あ
る
。
今
後
も
種
々
の
考
察
が
可
能
な
の

で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
試
論
で
考
え
た
こ
と
は
「
赤
の
そ
ほ
舟
」
の
意

味
で
あ
る
。
「
赤
の
そ
ほ
舟
」
の
意
味
を
確
認
し
て
、
叙
景
の
内
容

を
考
え
る
の
が
、
本
論
で
あ
る
。

「
赤
の
そ
ほ
舟
」
と
い
う
歌
語
に
つ
い
て
、
五
味
智
英
氏
に
詳
細

な
説
明
が
あ
っ
て
、
桔
土
で
塗
っ
た
赤
い
色
の
舟
の
意
で
、
官
船
を

意
味
し
、
さ
ら
に
都
通
い
の
舟
で
あ
る
か
ら
、
都
恋
し
さ
を
募
ら
せ

(
5
)
 

る
と
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
の
槻
落
葉
別
記
か
ら
と
し
て
い
る
。
官

船
だ
か
ら
赤
色
に
塗
る
の
で
あ
ろ
う
、
と
想
像
す
る
こ
と
に
批
評
が

あ
る
に
せ
よ
、
通
説
は
官
船
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
西
宮
一
民
氏

(
6
)
 

も
「
朱
船
は
官
船
と
判
断
し
て
よ
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
松
田
芳

昭
氏
は
二
種
類
の
「
そ
ほ
舟
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
松

田
氏
は
七
夕
伝
説
な
ど
を
踏
ま
え
た
「
そ
ほ
舟
」
と
現
実
に
「
そ
ほ

に
(
辰
砂
ご
と
を
採
取
す
る
荷
を
運
ぶ
舟
と
の
二
種
類
を
考
え
る
F

そ
こ
で
「
そ
ほ
舟
」
を
含
め
て
赤
色
の
形
容
を
伴
う
舟
を
、
万
葉
集

か
ら
採
り
上
げ
て
み
る
。
七
首
が
参
考
に
な
る
が
、
考
察
上
に
よ
り

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
示
せ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

I

七
夕
伝
説
歌

制
牽
牛
は
織
女
と

川
に
向
き
立
ち

真
擢
も
か
も

掻
き
渡
り

10 
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ぎ
渡
り
ひ
さ
か
た
の

敷
き
(
八
・
一
五
二

O
)

川
別
天
地
の
初
め
の
時
ゆ
天
の
川
い
向
ひ
居
り
て
一
年
に

二
度
逢
は
ぬ
妻
恋
に
も
の
思
ふ
人
天
の
川
安
の
川
原

の

あ

り

通

ふ

出

の

渡

に

そ

ほ

舟

の

纏

に

も

紬

に

も

船

犠

ひ

真

楊

繁

貫

き

旗

簿

本

業

も

そ

ょ

に

秋

風

の

吹
き
来
る
タ
に
(
十
・
二

O
八
九
)

付
思
ふ
そ
ら
安
け
な
く
に
嘆
く
そ
ら
安
け
な
く
に
さ
丹

漆
の
小
舟
も
が
も
玉
纏
の
小
楊
も
が
も
漕
ぎ
渡
り
つ

つ
も
語
ら
は
ま
し
を
(
十
三
了
三
二
九
九
)

H

官
船

同
牡
牛
の
三
一
宅
の
潟
に
さ
し
向
ふ
鹿
島
の
崎
に
さ
丹
塗

の

小

舟

も

設

け

玉

纏

の

小

楕

繁

貫

き

夕

潮

の

満

ち

の
と
ど
み
に
御
船
子
を
率
ひ
立
て
て
呼
び
立
て
て
御

船
出
で
な
ば
(
九
・
一
七
八

O
)

付
お
し
照
る
難
波
の
崎
に
引
き
上
る
赤
の
そ
ほ
舟
そ
ほ

舟

に

網

取

り

繋

げ

引

こ

づ

ら

ひ

あ

り

な

み

す

れ

ど

(
十
二
了
三
三

O
O
)

川
沖
行
く
や
赤
ら
小
舟
に
表
遺
ら
ば
け
だ
し
人
見
て
披
き
見
む
か

も
(
十
六
・
三
八
六
八
)

何
赤
の
そ
ほ
舟
(
二
七

O
)

天
の
川
原
に

天
飛
ぶ
や

領
巾
片

赤
い
色
の
舟
は
、
引
用
し
た

a
l
g
ま
で
の
七
首
で
、
「
さ
丹
塗

の
小
舟
」
(
一
五
二

O
、
一
七
八

O
、
三
二
九
九
)
、
「
そ
ほ
舟
」
(
二

O
八
九
、
三
二
一

O
O
)
、
「
赤
ら
小
舟
」
(
三
一
八
六
九
)
、
「
赤
の
そ
ほ

舟
」
(
二
七

O
、
三
一
二

O
O
)
と
い
う
具
合
で
あ
り
、
さ
ら
に
興
味

を
引
く
の
が
「
小
舟
」
と
「
舟
」
と
に
分
類
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
憶
良
歌
(
一
五
二

O
)
や
虫
麻
巨
歌
二
七
八

O
)
や

憶
良
の
伝
謂
歌
(
三
二
九
九
)
、
そ
し
て
や
は
り
憶
良
の
作
と
考
え

ら
れ
る
志
賀
白
水
郎
歌
(
三
八
六
八
)
は
「
:
:
:
小
舟
」
と
あ
る
。

ち
な
み
に
虫
麻
呂
歌
(
一
七
八

O
)
の
引
用
し
た
小
舟
を
形
容
す

る
言
葉
は
、
山
上
憶
良
に
学
ぶ
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

天
平
元
年
七
月
七
日
に
作
ら
れ
て
い
る
憶
良
の
七
夕
歌
(
一
五
二

O
)
は
、
高
橋
虫
麻
呂
の
作
品
よ
り
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
恐
ら
く
虫
麻
呂
が
藤
原
字
合
を
西
海
道
節
度
使
と
し
て
見

送
っ
て
作
っ
た
巻
六
・
九
七
一
と
九
七
二
番
は
天
平
四
年
で
あ
る
か

ら
、
「
鹿
島
郡
の
刈
野
の
橋
に
し
て
大
伴
卿
に
別
れ
た
」
歌
も
、
憶

良
の
七
夕
歌
よ
り
新
し
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
の

理
由
は
、
憶
良
が
虫
麻
呂
口
の
作
品
か
ら
影
響
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

虫
麻
呂
が
憶
良
に
学
ぶ
こ
と
の
可
能
性
の
高
い
こ
と
に
も
あ
る
。
と

に
か
く
a
と

d
と
を
比
較
す
る
と
き
、
「
さ
丹
塗
の
小
舟
:

玉
纏
の
:
・
揖
:
:
:
」
と
漢
字
仮
名
で
示
し
た
共
通
部
分
か
ら
は
、

影
響
関
係
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
憶
良
歌
が
古
い
も
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の
で
あ
ろ
う
。

虫
麻
呂
歌
d
の
題
詞
に
は
、
大
伴
卿
(
旅
人
か
道
足
か
不
明
)
と

別
れ
る
と
き
作
っ
た
と
あ
る
。
大
伴
卿
が
乗
る
舟
を
「
さ
丹
塗
の
小

舟
」
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
迄
の
注
釈
書
に
見
ら
れ
る
赤
い
小

舟
を
官
船
と
解
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
憶
良
は
天
の
川
を
渡
る

舟
と
し
て
「
さ
丹
塗
の
小
舟
」
を
用
い
て
い
て
、
虫
麻
呂
が
そ
の
七

夕
歌
か
ら
影
響
さ
れ
た
言
葉
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
松
田
氏
は

七
夕
歌
な
(
ば
)
の
赤
い
舟
の
こ
と
を
「
霊
異
あ
る
「
そ
ほ
船
』
」
と
呼

称
し
て
い
る
。

万
葉
集
の
相
聞
歌
で
渡
河
の
意
味
は
、
男
女
が
逢
う
こ
と
で
、
川

を
渡
る
こ
と
で
恋
の
成
就
に
な
る
。
但
馬
皇
女
は
、
生
ま
れ
て
は
じ

め
て
「
朝
川
渡
る
」
(
二
・
一
一
六
)
と
う
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

川
を
は
じ
め
て
渡
っ
た
と
い
う
経
験
的
な
も
の
で
な
く
、
男
女
が
相

会
う
こ
と
を
意
味
し
、
結
婚
ま
で
考
え
て
い
る
か
ら
「
己
が
世
に
い

ま
だ
渡
ら
ぬ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
憶
良
が
う
た
う
赤

い
色
の
舟
と
は
、
む
し
ろ
不
可
能
な
こ
と
に
も
か
か
わ
ら
ず
渡
河
を

可
能
に
す
る
と
か
、
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
か
、
単
純
な
色

彩
の
説
明
に
と
ど
ま
ら
な
い
内
容
が
あ
っ
て
よ
い
。
と
こ
ろ
で
、

「
そ
ほ
舟
」
も
含
め
て
赤
い
色
の
舟
は
、
七
首
に
登
場
し
て
い
た
。

引
用
例
で
は
、
長
歌
五
首
、
短
歌
二
首
と
い
う
割
合
で
あ
る
。
短
歌

と
い
う
世
界
で
わ
ざ
わ
ざ
舟
の
色
ま
で
も
表
現
し
て
託
す
る
心
情
と

は
、
「
棚
無
し
小
舟
」
と
同
様
に
そ
れ
な
り
の
も
の
が
あ
る
筈
で
あ

る
。
長
歌
の
世
界
で
可
能
な
こ
ま
や
か
な
舟
の
表
現
領
域
で
あ
る
色

彩
を
、
短
歌
の
世
界
で
試
み
て
い
る
が
、
そ
れ
が
皇
黒
…
人
の
創
音

で
あ
ろ
、
う
つ
。
「
棚
無
し
黒
人
舟
」
も
「
赤
の
そ
ほ
舟
」
も
、
黒
人
に

よ
っ
て
歌
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
以
上
、
黒
人
の
手
柄
で

あ
っ
た
。
そ
の
「
赤
の
そ
ほ
舟
」
が
表
面
上
の
意
味
に
と
ど
ま
ら
な

い
特
別
な
意
味
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

そ
こ
で

I
の
グ
ル
ー
プ
げ
引
用
し
た
七
夕
歌
を
参
考
に
し
た
い
c

a
は
憶
良
の
作
で
、

C

も
a
の
伝
諦
歌
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、

a
と
b
を
比
較
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の

a
も
b
も
「
天
地
の

別
れ
し
時
ゆ
」
や
「
天
地
の
初
め
の
時
ゆ
」
な
ど
と
あ
り
、
創
世

神
話
か
ら
牽
牛
と
織
女
と
は
向
か
い
あ
っ
て
立
っ
て
い
た
と
す
る
。

ま
た
a
に
は
「
天
の
川
原
」
と
あ
り
、

b
に
は
「
天
の
川
安
の
川

原
」
と
あ
っ
て
、
共
に
高
天
の
原
に
あ
る
処
に
あ
て
は
め
た
描
写
で

あ
る
。
と
す
れ
ば
a
も
b
も
、
鳥
の
石
楠
船
に
せ
よ
、
天
の
石
楠
船

に
せ
よ
、
大
空
を
自
由
に
羽
撃
く
鳥
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
舟
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
七
夕
歌
の
赤
い
舟
は
、
赤
い
鳥
や
太
陽
の
鳥
の
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

E
の
グ
ル
ー
プ
d
か
ら

f
を
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
d
は
虫
麻
日

歌
で
a
の
憶
良
歌
の
影
響
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
d
の
引

用
歌
に
あ
る
題
調
に
あ
る
大
伴
卿
が
乗
る
舟
が
「
さ
丹
塗
の
小
舟
」
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と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
迄
官
船
と
考
え
て
い
る
の
は
、
憶
良

歌
の
影
響
を
加
味
し
た
と
き
に
疑
問
の
あ
る
解
釈
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
虫
麻
呂
が
わ
ざ
わ
ざ
七
夕
歌
に
用
い
ら
れ
た
歌
語
を
用
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
。
反
歌
に
、

海
つ
路
の
和
ぎ
な
む
時
も
渡
ら
な
む
か
く
立
つ
波
に
船
出
す
ぺ

し
ゃ
(
一
七
八
二

と
あ
っ
て
、
船
出
を
引
き
と
め
た
い
程
の
波
の
高
さ
が
あ
っ
た
。

土
佐
日
記
正
月
七
日
の
条
に
、

ゆ
く
さ
き
に
立
つ
白
波
の
声
よ
り
も
お
く
れ
て
泣
か
む
わ
れ
や

ま
さ
ら
む

と
あ
る
歌
に
対
し
て
、
か
な
り
皮
肉
ま
じ
り
に
舟
君
が
批
評
す
る
の

は
「
ゆ
く
さ
き
に
立
つ
白
波
」
を
言
忌
み
す
る
こ
と
に
よ
る
。
貫
之

に
は
歌
主
が
非
常
識
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
虫
麻
日
も

批
評
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
か
か
る
状
態
の
海
に
舟
出
す
る
の
で

あ
る
か
ら
、
「
さ
丹
塗
の
小
舟
」
を
揃
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。d
の
長
歌
は
「
牡
牛
」
「
一
一
一
宅
」
「
鹿
島
」
と
二
一
つ
地
名
が
連
続
し

て
、
儀
礼
歌
ら
し
い
道
行
形
式
を
踏
ま
え
て
格
調
高
く
う
た
い
出
し

て
い
る
。
そ
し
て
大
伴
卿
の
乗
り
込
む
船
は
、
七
夕
歌
に
は
使
用
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
如
何
な
る
困
難
も
乗
り
越
え
る
も
の
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、

d
の
「
さ
丹
塗
の
小
舟
」
と
は
、
宮
船
な
ど
と
い
う
意

味
で
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
大
空
を
飛
期
す
る
鳥
の
如

き
舟
で
あ
る
。

次
に

e
と
f
の
引
用
例
で
あ
る
が
、

e
に
せ
よ

f
に
せ
よ
、
不
思

議
な
能
力
の
あ
る
舟
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

e
は
、
喰
を
否

定
す
る
た
め
の
警
聡
に
赤
い
舟
を
引
く
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、

ひ
ょ
っ
と
し
て
可
能
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
前
提
が
あ
る
。
現
実
に

存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
仮
定
条
件
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

志
賀
白
水
郎
歌
の
引
用
例
で
あ
る

t
に
も
適
合
す
る
。

f
に
「
沖
行

く
や
赤
ら
小
舟
に
褒
遣
ら
ば
」
と
あ
っ
て
、
不
可
能
な
こ
と
を
願
う

こ
と
を
前
提
に
し
て
う
た
わ
れ
る
。
荒
雄
に
土
産
を
や
れ
る
か
も
知

れ
な
い
と
い
う
前
提
は
、
「
赤
ら
小
舟
」
だ
か
ら
生
れ
る
の
で
あ
る
。

赤
い
舟
が
官
船
だ
か
ら
で
は
な
く
、
そ
れ
は
遭
難
し
た
海
に
行
く
こ

と
を
可
能
に
す
る
舟
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
沖
に
行
く
こ
と

を
可
能
に
す
る
舟
と
は
、
虫
麻
呂
歌
d
の
用
例
と
同
様
な
性
格
に
な

る
。
現
実
に
存
在
す
る
舟
な
ど
を
考
え
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、

ひ
ょ
っ
と
し
て
、
も
し
か
し
た
ら
と
い
う
願
望
を
含
み
も
た
さ
れ
た

「
神
の
舟
」
と
で
も
呼
称
す
べ
き
舟
が
赤
い
色
彩
の
舟
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
赤
い
色
の
舟
の
用
例
と
し
た

a
か
ら

f
ま
で
は
、
現
実
に
存

在
す
る
の
で
は
な
く
、
想
像
上
の
舟
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
人
聞
社
会

に
存
在
す
る
も
の
の
裏
付
け
が
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
「
神
の
舟
」
な
の
で
あ
る
。
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黒
人
か
沖
に
行
く
舟
を
「
赤
の
そ
ほ
舟
」
と
う
た
う
と
き
、

そ
の
光
景
が
眼
前
に
展
開
す
る
も
の
で
、
赤
い
舟
が
官
船
な
ど
と
理

解
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
黒
人
は
直
接
家
を
う
た
わ
な
い
が
、

歌
の
内
容
か
ら
「
物
恋
し
き
」
と
い
う
対
象
が
故
郷
な
の
で
あ
る
か

ら
、
二
七

O
番
で
「
赤
の
そ
ほ
舟
」
を
対
象
に
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
赤
い
舟
が
故
郷
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
神
の

舟
」
と
考
え
れ
ば
充
分
説
明
出
来
る
こ
と
に
な
る
。
天
地
開
闇
神
話

に
始
ま
る
「
赤
の
舟
」
と
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
も
し
か
し
た
ら
と

い
う
願
い
を
込
め
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

黒
人
は
大
海
に
浮
か
ぶ
「
赤
の
そ
ほ
舟
」
を
見
つ
め
て
い
る
。
事

実
と
し
て
赤
い
舟
が
存
在
し
て
い
る
の
で
な
い
。
舟
は
天
空
を
も
運

行
す
る
「
神
の
舟
」
で
あ
る
。
二
七
O
番
歌
は
、
青
や
赤
や
緑
、
そ

し
て
白
と
い
う
見
事
な
ま
で
の
色
彩
で
染
ま
っ
て
い
る
。
心
情
語
と

景
と
の
調
和
な
ど
も
旅
秋
山
の
テ
l
マ
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

て
、
黒
人
歌
の
特
質
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
二
七
O
番
の
景
は
、

黒
人
の
夢
見
た
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
事
実
と
し
て
の
叙
景
で
な

か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、

結
ぴ

高
市
黒
人
は
、
優
れ
た
叙
景
歌
を
残
し
て
い
る
。
全
作
品
が
こ
と

ご
と
く
旅
に
素
材
し
た
短
歌
ば
か
り
で
あ
る
が
、
長
歌
を
作
ら
な

か
っ
た
の
は
、
主
に
文
武
朝
に
行
幸
従
駕
し
て
歌
を
献
上
し
た
た
め

で
あ
る
。
黒
人
と
同
様
な
宮
廷
歌
人
な
ど
も
文
武
朝
で
は
、
行
幸
の

場
で
晴
れ
が
ま
し
い
長
歌
を
作
っ
て
い
な
か
っ
た
。

旅
の
生
活
は
、
従
来
の
日
常
と
異
質
な
感
情
に
至
る
。
旅
愁
と
い

う
も
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
去
っ
て
い
く
も
の
に
強
く
心
が
引
か

れ
て
い
る
。
そ
の
過
ぎ
行
く
も
の
で
も
、
舟
が
一
番
多
く
う
た
わ
れ

た
。
直
接
に
舟
を
う
た
う
歌
が
五
首
、
船
に
何
ら
か
関
わ
る
二
首
を

加
え
た
と
き
、
歌
の
数
は
七
首
に
も
な
る
。
そ
の
歌
の
中
か
ら
、
特

償
あ
る
形
容
が
用
い
ら
れ
て
い
た
「
棚
無
し
小
舟
」
と
「
赤
の
そ
ほ

舟
」
を
考
察
し
た
。

黒
人
は
、
去
っ
て
い
く
小
舟
を
さ
ら
に
「
棚
無
し
小
舟
」
と
描
写

し
て
、
独
自
の
旅
愁
を
も
の
し
た
。
自
己
の
動
揺
す
る
心
情
は
、
こ

の
点
景
に
よ
っ
て
個
性
に
高
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
棚
無

し
小
舟
」
と
は
、
黒
人
の
創
始
に
思
え
る
歌
語
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
何
処
に
か
」
(
五
八
)
「
四
極
山
」
(
二
七
二
)
の
二
首
は
、
黒
人
の

心
情
を
独
自
の
言
葉
で
表
現
し
た
。
一
方
「
旅
に
し
て
」
(
二
七

O
)

は
、
「
赤
の
そ
ほ
舟
」
に
「
神
の
舟
」
と
呼
称
さ
れ
る
内
容
が
あ
る
。

万
葉
集
で
は
、
赤
い
色
の
舟
が
天
の
川
を
渡
れ
る
と
か
、
特
別
な
能

力
を
持
っ
て
い
る
と
か
、
と
に
か
く
官
船
な
ど
と
い
う
も
の
で
な
い
。

「
旅
に
し
て
」
で
う
た
わ
れ
た
「
赤
の
そ
ほ
舟
」
と
は
、
彼
の
心
の

故
郷
で
あ
り
、
夢
見
た
舟
な
の
で
あ
る
。
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こ
れ
ま
で
綾
々
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
黒
人
の
叙
景
歌
の
素
材
に

舟
が
一
番
多
い
こ
と
、
そ
し
て
「
棚
無
し
小
舟
」
や
「
赤
の
そ
ほ

舟
」
に
注
目
し
た
と
き
、
黒
人
を
舟
の
歌
人
と
呼
称
す
る
特
質
が

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
黒
人
は
舟
の
歌
人
で
あ
っ
た
。

(
注
)
1

『
万
葉
の
詩
と
詩
人
』
高
市
黒
人
一
四
六
頁
。

「
高
市
黒
人
罵
旅
歌
」
(
『
万
葉
集
を
学
ぶ
第
三
集
』
所
収
)
。

注
1
同
書
一
五
六
頁
。

「
万
葉
語
『
舟
』
と
『
大
舟
』
」
(
「
文
芸
研
究
」
一

O
九
号
)

『
増
補
古
代
和
歌
』
高
市
黒
人
九
五
l
九
六
頁
。

『
万
葉
集
全
注
巻
一
三
』
九
二
頁
。

「
万
葉
集
に
お
け
る
『
そ
ほ
船
』
の
変
容
」
(
「
就
実
語
文
」
六
号
)

注
7
に
同
じ
。

2 3 4 5 
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6 7 8 

(
本
学
助
教
授
)




